
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月第一例会のお知らせ                                   

とき 6 月 13 日（木）１７：００～１９：００ 

ところ 東京 YMCA 山手センター 

かいひ ５００円 

 

🔷プログラム 

 開会点鐘   会長 

 ワイズソング・ワイズの信条 一同 

 サンライズクラブ総会 

報告・連絡事項  会長・各担当者 

 にこにこ・一分間スピーチ 出席者全員 

 閉会点鐘   会長 

 

6 月以降の予告 

 

6 月 1 日～2 日 東日本区大会 帯広十勝クラブ  

6 月日時未定 お散歩例会 アストロスケール 

 

6 月のハッピーバースデー  5 月例会出席者 

29 日 泉 文雄さん  在籍者 16 名 

                出席者 11 名 

                  出席率 69% 

 

会費納入のお願い 

 

〇三井住友銀行 恵比寿支店 普通口座: 6762355 

〇口座名 東京サンライズワイズメンズクラブ 

5 月第一例会報告 

                 菰渕光彦         

 5 月第一例会は東京 YMCA 山手センター301 教室

で 5 月 9 日 17 時から開催。受付で署名と会費と交換

に 5 月号ブリテンが配布され、長津徹会長の開会点鐘

で開始された。会長よりゲストの東京西クラブ本川悦

子会長さんの紹介があり、全員でワイズソングを斉唱、

ワイズの信条を唱和した。会長から本日の卓話者とし

て造形作家の嘉山由樹さんの紹介があった。 

 湘南育ちと紹介のあった嘉山さんは多摩美術大学

の彫刻学科を卒業され、幼少期から妖怪の河童が大好

きで、この１～２年はカメラ撮影にはまっている。池

袋にある美術予備校水道端予備学院に通っていた頃、

お昼ご飯でカフェ lamp に行き、長津徹さん絹子さん

とあったのがキッカケ。先月卓話の伊勢さんも話され

た『池袋カフェ lamp の共創』を知り、それまでは多

摩美の展示や病院展示、他大学展や個展などが主な発

表場所だったが、見方が次のように変わったとのこと。

カフェ lamp で作品の話をすると『池袋カフェ lamp の

共創』に集まる色々な人々が参加してしゃべってくれ

る場所であり、「物づくりより、先ず始めに空間イメー

ジを大切にする」という話題が多いと思った。「作品に

取りかかる前に、まず作りたい物のコンセプト発想」

が重要なテーマであり、「素材は後から付いてくる」こ

とが分かった。 

そこで作品をパワーポイントで映写しながら説明さ

れた。これらは言葉では言い表せないほど作品の中に
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魂が込められていた。大きな部屋の壁の前で、生きて

いる空間の中で箱をテーマにしたイメージ制作、紙粘

土のトマト、人体のモデル、「えばぬけ」というタイト

ルの妖怪像、河童とクルマ、セメントとブロンズの恐

竜、趣味の刺繍，苔の研究など，多岐にわたり作品に

されている。現在は『lamp2』として、11 月卓話佐藤

さんの『今さら聞けない地球のこと』で紹介のあった

バードウォッチングに取り組み中。 

 

質疑応答・感想の中でテースティングタイム入りして、

赤と白のチリワイン各一本、パン、そしてチーズをい

ただいた。報告連絡事項に関しては、11 日に控えてい

るサンライズがホストのあずさ部第３回箱根山評議

会の最終確認を行った。終了後、高田馬場２丁目の三

国志に移動｢本音で語ろう会」の夕食、それはなんと２

１時過ぎまで行なわれた。 

出席者：長津会長、飯野毅与志 江原修一 小山久恵 

菰渕光彦 柴田弘子 立田佳直 御園生好子 鳩山

担当主事 ビジター：本川悦子（東京西） ゲスト：

嘉山由樹さん 

 

あずさ部箱根山評議会 

大森裕子 

5 月 11 日(土)13:00～17:00 まで、東京 YMCA 山手セ

ンターにて第 3 回あずさ部箱根山評議会が開催され、

以下の議案が審議、議決されました。 

 

第一号議案: 2024-2025 年度部長活動方針承認の件 

第二号議案: 2024-2025 年度予算承認の件 

第三号議案: 2024-2025 年度次期部長承認の件 

第四号議案: あずさ部監事任期変更の件 

 

その後、部長活動報告、クラブ会長活動報告が行われ、

閉会式を経て第二部に移り、長津徹会長よりホワイト

ハンドオーケストラの 2024 年 2 月ウィーン公演の様

子がスライドで紹介されました。 

16:00 から懇親会に入り、参加クラブの紹介、各クラ

ブのアピールなどが行われ、17:00 の閉会を迎えまし

た。参加された皆さまの御協力のもと、無事に評議会

を終えることができました。ありがとうございました。 
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諸子百家の冗談        江原修一 

① 古希も過ぎ、色々な事を老子たら良いか思い悩ん

でいました、友人が孔子たら如何かと孟子ました、

荘子ようと思いました。 

② どんなスポーツをしても続きません、今度は墨子

ングに挑戦します。 

③ 判決に不服申し立てをし、上級裁判所に、控蘇秦

しました。再審でも敗訴し孫子ました。 

④ 張儀たる者が韓非を使い荀子船で宴会を開いては

いけません。 

  孔子たら良いか荘子たら良いか悩んで、頭を呉氏

呉氏使って考えた末のひよこでした、自分でも下らな

いと思って居ますので、悪しからず。 

 

5 月第二例会報告 

大谷博愛 

5 月 21 日(火)17 時から 5 月第二例会が山手センター

で開催されました。 

サンライズが運営を担当した 5 月 11 日のあずさ部評

議会の会計報告と振り返りが主要テーマでした。

107,076 円の黒字という会計報告がありましたが、サ

ンライズ会計に組み入れるには大き過ぎる額なので、

献金や活動援助など外に出す方向で意義のある使い

道を考えるということになりました。同時に、会費と

茶菓子代のバランスについての反省が出されました。 

もう一つのテーマは、6 月のお散歩例会についてでし

た。錦糸町にあるオービタリウムに行くことは決めま

したが、日時も含め詳細は未定です。オービタリウム

とは、宇宙に関する展示や映像を提供する施設です。 

参加者は、長津会長、江原さん、菰渕さん、柴田さん、

御園生さん、大谷の 6 名でした。 

 



東日本区大会 帯広・十勝 

第 27 回東日本区大会 

5 月 31 日（前夜祭）6 月 1 日、2 日 

帯広十勝に於て 

大会前日の前夜祭にはレストラン「ランチョ•エルパ

ン」に入りきらない程の人数でゴルフ組は駅前の福井

ホテルに分かれての開催。 

 

1 日午前代議員会、担当主事会、メネット会、ユース

の集い等があった。 

午後、バナーセレモニーから大会は始まった。 

山田公平理事の開会点鐘等、従来どおりの進行でした

がメモリアルアワーで故小山憲彦さんの写真とナレ

ーションは胸に迫るものが有りました。 

 

東日本区アワーⅠ 

理事報告他、各報告 

おやつタイム（美味しい十勝のスイーツと飲み物）を

挟み記念講演 

南極料理人  西村淳氏の「食べることは生きること」

とてもワイルドな方でした。 

東日本区アワーⅡ 

奈良傳賞、各種表彰（サンライズクラブは 11 頂きま

した） 

 

 

 

閉会式 

 

晩餐会 

ホテル日航ノースランドに場所を変えて地元高校生

のブラスバンドから始まり YMCA 幼稚園児のリトミ

ック等、終始賑やかな進行で、ビュッフェには地元産

のアスパラガス、豚丼、インディアンカレー等、盛り

沢山の十勝の幸が並びました。 

最後は札幌大会に参加の「よさこいソーラン乱舞」で

おおいに盛り上がりました。 

 



2 日   

聖日礼拝 

エクスカーションは、よつ葉乳業見学、柳月スイート

ピアガーデンでお買い物。エクスカーションに行かれ

なかった方は、ばんえい競馬に行かれたり庭園を散策

したり皆さん其なりに十勝を楽しみました。 

 

山中湖センターだより 

山中湖センター 鳩山徹郎 

★山中湖センター100 周年募金★ 

当初 2000 万円を目標に開始した山中湖センター募金

ですが、多くの募金が寄せられ、最終的には 3000 万

円を超える募金をいただくことができました。募金は、

1.キャンプ 100 人招待プログラム 2.教育プログラム

設備の新設 3.宿泊施設のリノベーションに用いさせ

ていただきます。ご協力、ありがとうございました。 

 

★山中湖センター100 周年進捗★ 

宿泊棟内の改修（天井や床、壁、暖房機等）が完了し、

きれいで明るい雰囲気のお部屋となりました。キャビ

ンへの車いす用トイレも完成しました。サンライズワ

イズメンズクラブからのご支援により施工中のアー

チェリーレンジも 6 月中の完成を目指して目下建設中

です。ぜひご期待ください。 

 

YMCA ニュース 

山手センター 鳩山徹郎 

能登半島地震 YMCA 緊急支援募金ご協力のお願い  

東京 YMCA は、ピースボート災害支援センターを通

して輪島市からの要請を受け、1 月 25 日より輪島市町

野町にある避難所（町野小学校・東陽中学校）の運営

サポートを開始しました。それから 3 月末まで、東京

YMCA は概ね 1 週間単位で職員を派遣し続けました。

4 月から近隣の YMCA が中心となって継続的な支援

をすることとなりましたが、引き続き全国の YMCA が

協力して支援にあたっていきます。皆様の引き続きの

ご支援をお願いいたします。 

東京 YMCA 会員大会 

5 月 25 日、「第 21 回東京ＹＭＣＡ会員大会」が開催

され、山手センターに 84 名が集い、7 人がオンライン

配信を視聴しました。会場では、能登半島地震被災者

支援のための物産販売とオークションも行い、オーク

ション、物産販売、募金、合わせて 126,910 円が寄せ

られました。 

 

編集後記 

ブリテン 6 月号をお届けします。東日本大会でおとず

れた帯広・十勝地方で本州とは違った爽やかな空気

と広大な大地に感銘を受け、名物の豚丼、アスパラ

等に舌鼓を打ち、ばんえい競馬にも足を運び、北海

道の緑に癒されてきました。本州も間もなく梅雨入

りすると思われます。梅雨のない北海道が羨ましいで

す。雨の似合う紫陽花の花を愛でながら、梅雨を乗り

切りましょう。 

 

 


